
 

２０２４年３月２２日 

山万株式会社 

社会福祉法人ユーカリ優都会 

ユーカリ街づくり協同組合 

 

２０２４年３月１８日、濵地 雅一厚生労働副大臣が福祉施設における外国人人材受け入れおよび人

材定着の先進事例として、山万グループの社会福祉法人ユーカリ優都会（理事長：嶋田 哲夫、以下「ユ

ーカリ優都会」）の運営施設「介護老人保健施設ユーカリ優都苑」および「特別養護老人ホームユーカリ

ゆうとの杜」を視察されました。 

「ユーカリ優都会」は山万株式会社（本社：東京都中央区日本橋小網町 6番 1号、代表取締役：嶋田 

哲夫、以下「山万」）が千葉県佐倉市ユーカリが丘（注 1）で開発するニュータウンにおいて、山万グル

ープの福祉事業を担っております。また、監理団体として、ミャンマー人をはじめとした技能実習生・

特定技能外国人など外国人人材の受け入れや生活支援を担うユーカリ街づくり協同組合（代表理事：黒

川 哲也、以下「街づくり協同組合」）も当日の意見交換会に参加しました。 

▲意見交換会終了後の記念撮影の様子（特別養護老人ホーム「ユーカリゆうとの杜」にて撮影） 

（写真前列中央：濵地副大臣、前列中央右：ユーカリ優都会理事長 嶋田 哲夫、 

前列右から 2,3,4 番目および左から 3,4 番目：意見交換会に出席したユーカリ優都会ミャンマー人職員） 

■視察当日の様子 

当日はユーカリ優都会が「福祉の街（注 2）」において運営する２施設にて、ミャンマー人技能実習生・

特定技能外国人が活躍する様子をご視察いただきました。意見交換会では、ユーカリ優都会ならびにユ

ーカリが丘ニュータウンの概要、また外国人人材の育成と定着に向けた取り組みについて説明させてい

ただきました。その後技能実習生・特定技能外国人のミャンマー人４名ならびに監理団体の街づくり協

同組合を交えた意見交換会を実施いたしました。濵地副大臣からは「高齢化が社会問題化する前から街

の将来を見据え、２０年以上前から福祉施設の整備を進める山万の先見性は素晴らしい。一事業者が病

濵地厚生労働副大臣が山万グループの福祉施設で働く 

ミャンマー人技能実習生・特定技能外国人の現場を視察されました 



院まで運営し、各福祉施設も含めて連携することで地域包括ケアシステム（注３）を実現しようとする

事例は国内でも非常に珍しい。このような先進事例を各地へ普及させたい。」また、「ユーカリ優都会は

入国前から介護の仕事をする上での日本語学習の重要性をしっかりと説明し、入国までの準備を促して

いる。また入国後は長期的に働けるように介護福祉士取得に向けた支援だけでなく、日本文化とのふれ

あいや観光など、私生活の面まで踏み込んで行っている。今後はユーカリが丘の事例を外国人人材定着

の先進事例として展開し、介護人材が不足する現状において、日本が働く先として選ばれる国となるよ

う努力する。」とご評価いただきました。 

また、ミャンマー人技能実習生・特定技能外国人とは、日本での目標や日本を選んだ理由、政治情勢

により家族と過ごすことが難しくなっている現状等について意見交換させていただきました。 

▲ミャンマー人職員（右）・入所者の方と交流される濵地副大臣（左） 

（介護老人保健施設ユーカリ優都苑にて撮影） 

▲ミャンマー人職員（左）・入所者の方と交流される濵地副大臣（右） 

（特別養護老人ホームユーカリゆうとの杜にて撮影） 

 

 



▲意見交換会でタウン誌『わがまち』の説明を受ける濵地副大臣（中央） 

（特別養護老人ホームユーカリゆうとの杜にて撮影） 

▲ミャンマー人技能実習生・特定技能外国人４名との意見交換の様子 

（右側２人目：濵地副大臣、左側：社会福祉法人ユーカリ優都会 ミャンマー人技能実習生・特定技能外国人） 

▲（参考）ユーカリが丘版地域包括ケアシステム「シニアハッピーサークルシステム」概念図 

 



■ユーカリが丘における技能実習生・特定技能外国人と山万グループの関わり 

 今回の視察では、ユーカリが丘で活躍するミャンマー人技能実習生・特定技能外国人が福祉施設での

業務に従事する姿をご視察いただきました。また意見交換会の際には、介護人材が急速に不足すること

が予測される、いわゆる「2025年問題」に対する取り組みとして、街づくり協同組合も含めた人材の確

保および育成、日本での生活サポートについて紹介させていただきました。 

 山万グループにおいて福祉事業を担うユーカリ優都会は、ユーカリが丘エリアにおいて在宅支援型の

デイサービスや特別養護老人ホーム等６施設を運営しており、日々要支援１から要介護５まで、全段階

の介護度に応じた福祉サービスを提供しております。技能実習生・特定技能外国人は、ユーカリが丘の

街の中で、介護度の異なるご利用者様をケアする経験を積むことが可能となり、目前に迫った介護人材

不足に対応できる、幅広い介護スキルを持った人材へと成長することができます。 

 街づくり協同組合では、ミャンマー人をはじめとした外国人人材の受け入れや日本での生活のサポー

トを行っております。技能実習生・特定技能外国人の受け入れ先は山万グループに留まらず、地域の人

材不足解決の一助となっております。また、日本での生活および福祉施設でのコミュニケーションのサ

ポートのため、日本語能力試験における最難関の N1 を取得したミャンマー人職員をはじめ、日本語教

育の有資格者による勉強会を開催し、仕事のアドバイスや日々の生活での悩み相談の場を設け、外国人

人材が孤立しないよう取り組んでおります。６年前より受け入れを開始したミャンマー人職員は現在ユ

ーカリ優都会で２２名となっております。 

 さらに、山万グループでは技能実習生・特定技能外国人をはじめとした外国人人材が永く日本で生活

できるよう、国家資格取得（介護分野では介護福祉士）サポートを行っております。 

 

■山万グループによる福祉分野の更なる充実に向けた取り組み 

 山万グループでは福祉分野だけでなく、子育て支援に関する課題も社会問題化する前から取り組みを

進めて参りました。ユーカリが丘において仕事と子育てを両立できる家族を増やすことを目指し、１９

９９年には駅前に保育所を開設しました。現在では山万グループで学童保育所も含めた１６の子育て支

援施設を運営しており、日々約７００名のお子様をお預かりしております。また来年春には、超高齢社

会における福祉人材の不足および保育人材需要の増加に応えるべく、駅前に専門学校を整備する計画を

進めております。 

今後も山万グループはユーカリが丘における福祉および子育て支援の更なる充実に向け、幅広い人材

の受け入れと育成に取り組み、住み続けられる街の実現を目指して参ります。 

 

注 1）「ユーカリが丘」 

1971年に開発が開始された、千葉県佐倉市に立地する総開発面積 250ha（計画総人口約 3万人）のニ

ュータウンで、山万株式会社が開発を手掛けています。「自然と都市機能が調和した新・環境都市」を目

指し、京成本線ユーカリが丘駅周辺の住宅・商業一体の超高層立体開発と、新交通システム「山万ユー

カリが丘線」の各駅徒歩 10分圏内に展開される一戸建ての平面開発を行っています。（2024年 2月末現

在人口：18,986人、世帯数：8,089世帯） 

 

注 2）「福祉の街」 

ユーカリが丘北部約 15ha の敷地に医療・福祉機能に加え多世代交流の場を設けたエリアのこと。単

なる老人村とせず、野菜・果物の収穫など利用者の持てる可能性を発見し、自らの存在感と自信を取り

戻せるよう援助しながら、楽しさや幸福感の方向へ気持ちの転換を図る「ダイバージョナルセラピー」

を推進しています。また、今後は広域福祉の拠点として、医療機関の整備や在宅介護のベースとしての

機能整備を図っていきます。 



 

注 3）「地域包括ケアシステム」 

 要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らしを人生の最後まで続けることができるよ

う、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に提供される仕組み。 

 

＜本件に関する問い合わせ先＞ 

社会福祉法人ユーカリ優都会 

担当：齋藤 

電話：043-460-7117 


